「こんな こと を 申します と、 なんだか 噓 らしい ように 

おぼしめ 

思 召す かも 知れません が、 これ はほんと うの 事で、 わ 

たくしが 現在 出会った ので ございま すから、 どうか そ 

の 思 召しで お聞きく ださ いご 

M の 奥さん はこうい う 前置き をして、 次の 話 を はじ 

めた。 奥さん はもう 三人の 子持ちで、 その 話 は 奥さん 

が ま だ 女学校 時代 の 若い 頃 の 出来事 だ そうで ある。 

まったく あの 頃 はま だ 若う ございました。 今 考え ま 

すと、 よく あんな お転婆が 出来た もの だと、 自分な が 

ら 呆れ返る くらいで ございます。 しかし また 考えて 見 



継子さん はしき りに 雨 を 苦にして いるら しいので す _ 

そうして、 もし 雨だった らばもう 一 日 逗留して 行きた 

いような こと を 言い出しました。 わたくしの 邪推 かも 

知れません が、 継子さん は 雨 を 恐れる というよりも、 

ほかに 子細が あるら しいので ございます。 久し振りで 

不二 雄さん の そばへ 来て、 たった 一日で 帰る の はどう 

も 名残り惜し いような、 物 足らない ような 心 持が、 お 

そらく 継子さん の 胸の 奥に 忍んで いるので あろうと 察 

せられます。 雨 を かこつけに、 もう 一日 か 二日 も 逗留 

していた いという 継子さん の 心 持 は、 わたくし にも 大 

抵 想像され ない ことはありません。 邪推で なく、 まつ 



ここまで 話して 来て、 M の 奥さん は ひと 息つ いた。 

「まあ、 驚く じ や ございま せんか。 それから 湯 河原へ 

引つ 返します と、 継子さん はほんと うに 死んで いるの 

です ご 

「死んで いました かご と、 聞く 人々 も 眼 をみ はった。 

「わたくしが 発った 時分に はもち ろん 何事 もなかった 

のです。 それから も 別に 変った 様子 もな くって、 宿の 

女中に たのんで、 雨の ためにもう 一日 逗留 するとい う 

電報 を 東京の 家へ 送った そうです。 そうして、 食卓 

にむ かって 手紙 を かき 始めた そうです。 その 手紙 はわ 
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